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第1190回の記録　  平成 23 年 12 月 7日

週報
2011 . 7 ～ 2012 . 6

2011～2012年度
ロータリーテーマ

１．点　　　　　　　鐘

２．ロータリーソング

　　「我 ら の 生 業」

３．四 つ の テ ス ト

４．会　長　の　時　間

５．幹　 事　 報 　告

６．出　 席　 報　 告

７．委　員　会　報　告

８．年　 次　 総　 会

９．次週例会の案内「SAA」

10．点　　　　　　　鐘

本日のプログラム

佐土原ロータリークラブ
国際ロータリー第２７３０地区

第1191回　 平成 23年 12月 14日（水）

会　　長 ： 荒武　義博
副 会 長 ： 村上　　實
幹　　事 ： 永野　陽子
会報委員長 ： 藤堂　孝一
会　　計 ： 梶田與之助
事 務 局 ： 吉野由里子
 宮崎市佐土原町下田島
 　　　　　　11703-18
　　TEL：0985-62-7833
　　FAX：0985-62-7877
例 会 日 ： 毎週水曜日
例 会 場 ： 
　　石崎の杜「歓鯨館」
　　TEL：0985-62-7757

2730地区ガバナー 　　　長峯　基
中部分区ガバナー補佐　　林　務
RT会長テーマ
　「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」
2730地区テーマ
　「善いことをしよう」
佐土原テーマ
　「クラブ会員の絆を　より深めよう」
12月のテーマ
　「家族月間」

12月7日（水） ・・・「1190回」会員卓話 「正岡　文郁君・藤堂　孝一君」
　　　　　　　　　　 理事会　12月のセレモニー
12月11日（日）・・・ 佐土原ロータリークラブ
　　　　　　　　　　 クリスマス・カップバレーボール杯
12月14日（水）・・・「1191回」年次総会　委員会活動報告
12月21日（水）・・・「1192回」夜間例会　年末懇親会「あかつき」さんにて
12月28日（水）・・・  年度末特別休会

　本日は、１２月７日第１１９０回の例会です。
　先ず、我がクラブに最も多くビジターとしてメーク
アップしていただいてます高鍋ロータリークラブの木
村君をご紹介します。本日は、有り難うございます。
　今日は、１０名の方が欠席されてますが、１２月は
皆さん忙しい時期でもあり、急に寒くなりましたが体
調には十分気をつけてください。

　本日の会長の時間は、半分近くの会員の欠席から、
例会出席の義務につきまして話をしたいと思います。
 「例会に出席することは、ロータリアンの三大義務
 （会費の納入、例会出席、ロータリー雑誌の購読）
のうちの 1 つです。」
　ロータリー用語集にあります「例会」とは
　RCは標準RC定款の既定に従い毎週定期的に会合を開
かなければならない。例会はロータリアンの人生修養
道場として尊厳にして、お互いの宗教的信仰と価値観
に寛容であり、ビジターとゲストに感銘と参加できた
喜びを与えるものでなければならない。

　私自身、会長を受ける前は、年間に４、５回の欠席
がありましたが、これも自身の考え方次第だと思える
ようになりました。毎週水曜日の昼は、例会だという
気持ちでこれからも続けていきたいものです。「継続
は力なり」会長職を終えた後も同じ考えで継続してい
きます。

　【補足と全会員の方にお願いとして】
　例会で特に興味深いプログラムが予定されている場
合、個々の会員に対して、ロータリアンでない地元の
人を招待するように勧めてほしい。一般の人々にクラ

会長の時間 ＜ 荒武　義博  会長 ＞

出席報告＜ 出席委員長　吉田　康一郎 君 ＞
会員２３名 　（免除１名）

欠席者数　　　　　９名

有届け者～　佐藤君・正岡君

　　松浦君・柳田君・村岡君

　　山本君・福井君・田邉君

　　大久保君

出席者数　　　　１４名

出席率　　　６８．１％

無断欠席数 (前回 )１名

メークアップ　１名 (山本君 )

修正出席率　６８．１％

幹事報告 ＜ 幹事　永野　陽子 君 ＞
＜文書案内＞
※ガバナー事務所
　年末年始の休業案内
　日　程：
　　2011年12月29日
　～2012年1月4日（水）
※ガバナーエレクト
　事務所解説の案内
　開設日：平成23年
　　　　11月1日（火）
　場　所：
　　鹿児島市金生町３－１山形屋内
　電　話：099－223-5902
　ＦＡＸ：099－223-7507
　受付時間：午前 10 時～午後 4時
※日本ユニセフ協会　寄付のお願い

ブの役割とその目的を理解してもらうためであるとと
もに、新会員の入会につながることもあります。
　是非、宜しくお願い致します。

　本日、例会の終了後、役員・理事会を開催します。
協議すべき内容が９項目程ありますので、役員理事の
方は、残って下さい。

　ライラ　認定証が届
いております。山本会
員より太陽銀行日向支
店勤務のお二人へお渡
しいただきます。



　　  四つのテスト
　「言行はこれに照らしてから」
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか
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◆◇◆◇ 事務局便り ◇◆◇◆
☆12月21日（水）は夜間例会　年末懇親会です。
☆12月11日（日）開催「佐土原ロータリークラブ・クリスマス
　カップ杯」第一回の開催
　おめでとう御座います。実行委員会の皆様、会員の皆様、
　ご苦労様でございました。
☆佐藤　高元会員の全快復帰が１日でも早まりますこと
　を心よりお待ちしております。
☆会員卓話・委員会報告等「原稿提供」のご協力をどうぞ
　お願い致します。

会員卓話
○ 正岡　文郁君

♪12月のセレモニー♪

※12月誕生月～
　柳田　光寛君・大久保　貞子君
※12月ご夫人誕生月～
　郡司　小百合さん・林　初子さん・吉田　洋子さん
※12月結婚記念月～
　藤堂　孝一君

　　　 ♪おめでとうございます♪

委員会報告
○ ロータリー財団委員長
　　郡司 武俊君

　ロータリーの奉仕理念

　ロータリーには二つの
奉仕理念があります。
　その一つが職業奉仕理
念　「He profits most
 who serves best 最も
よく奉仕するもの最も多
く報いられる」であり、もう一つは人道的奉仕活動の
理念とされる「service above self 超我の奉仕」です。

　He profits most who serves best はアーサー・フ
レデリック・シェルドンが提唱したフレーズです。
1910年の第一回全米ロータリー・クラブ連合会で最初
に語られた時の He profits most who serves his 
fellows best が1911年のポートランド大会でhis
fellows という句が外されて、ロータリー宣言の結語
として採択されました。

　このようにロータリーには二つの奉仕理念があると
いうことを理解する必要があります。
（田中毅ＰＧシェルドンの森より）続きは次回に

　ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽ・フェロークラブ
ポイント活用の報告

○ 藤堂　孝一君

　仏教の心およびロータ
リアンの心構えについて

佐土原ロータリークラブ
　　　　クリスマス・カップ杯の様子
　　　　　　平成23年12月11日（日）

優勝カップメダル
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